ホイクジョ　ホゴシャ　ニオケル　ヒンコン　ト　ヨウイク　タイド　ナゴヤシ　ホイクジョ　ホゴシャ　エノ　セイカツ　ジッタイ　チョウサ　カラ by 中村 強士 & Tsuyoshi Nakamura
日本福祉大学社会福祉学部





















































































　調査期間は，2012（平成 24）年 10月 1日～ 12月 25日である．回収状況は，①対象母数：






数の平方根で除した等価世帯所得を求めた結果，中央値が 300万円となった．その 2分の 1であ
る 150万円の世帯を本研究（本稿）では「貧困層」と呼ぶことにする．
　等価世帯所得は４つにカテゴライズした．① 150万円未満（＝貧困層），② 150万円以上 300
20
社会福祉論集　第 133号
万円未満，③ 300万円以上 600万円未満，④ 600万円以上，の４区分である．なお，所得を収入
と同じ意味として用いる．
　回答者及び配偶者の年齢は，① 20歳未満，② 20歳～ 29歳，③ 30歳～ 39歳，④ 40歳～ 49






















150万円未満 12.2％ 62.7％ 20.3％ 4.8％
150～ 300万円 8.9％ 63.6％ 20.1％ 7.3％
300～ 600万円 5.9％ 56.0％ 27.2％ 10.8％
600万円以上 6.0％ 44.5％ 35.5％ 13.9％





















150万円未満 34.7％ 41.4％ 15.2％ 7.7％
150～ 300万円 35.1％ 41.5％ 16.7％ 6.6％
300～ 600万円 32.0％ 37.4％ 19.7％ 10.9％
600万円以上 24.1％ 33.8％ 24.7％ 17.4％












150万円未満 23.6％ 38.6％ 20.9％ 16.9％
150～ 300万円 22.6％ 33.4％ 22.9％ 21.1％
300～ 600万円 17.5％ 26.7％ 23.4％ 32.3％
600万円以上 11.3％ 20.1％ 25.1％ 43.5％














150万円未満 23.6％ 41.5％ 23.7％ 11.2％
150～ 300万円 20.6％ 41.0％ 26.7％ 11.7％
300～ 600万円 16.6％ 35.8％ 28.8％ 18.7％
600万円以上 11.0％ 30.4％ 31.6％ 27.0％











150万円未満 12.8％ 31.4％ 27.2％ 28.7％
150～ 300万円 13.3％ 31.4％ 29.8％ 25.4％
300～ 600万円 12.7％ 31.5％ 29.9％ 25.9％
600万円以上 9.4％ 28.3％ 31.5％ 30.8％












150万円未満 20.2％ 31.4％ 26.0％ 22.5％
150～ 300万円 16.1％ 35.7％ 27.4％ 20.8％
300～ 600万円 14.1％ 34.7％ 27.3％ 23.9％
600万円以上 12.6％ 29.4％ 26.4％ 31.7％








150万円未満 6.9％ 14.7％ 27.9％ 50.5％
150～ 300万円 6.3％ 18.2％ 34.3％ 41.3％
300～ 600万円 5.3％ 17.6％ 34.7％ 42.4％
600万円以上 4.7％ 16.0％ 35.0％ 44.3％









150万未満 10.7％ 23.1％ 31.1％ 35.1％
150～ 300万円 8.5％ 26.7％ 34.6％ 30.2％
300～ 600万円 7.9％ 27.2％ 35.5％ 29.5％
600万円以上 7.6％ 27.9％ 35.5％ 28.9％











150万円未満 12.2％ 17.7％ 26.1％ 44.0％
150～ 300万円 6.3％ 15.7％ 30.3％ 47.7％
300～ 600万円 5.0％ 14.9％ 29.6％ 50.5％
600万円以上 5.0％ 15.2％ 27.3％ 52.5％








150万円未満 0.5％ 2.5％ 17.7％ 79.3％
150～ 300万円 0.4％ 2.0％ 19.3％ 78.3％
300～ 600万円 0.3％ 1.6％ 17.7％ 81.0％
600万円以上 0.6％ 1.9％ 17.8％ 79.7％







ついついあたった 77.1 34.7 72.3 4.8
厳しく叱った 65.1 23.6 56.7 8.4
ついつい叩いた 62.2 23.6 50.1 12.1
同じことの繰り返し 51.6 20.2 49.9 1.7
イライラした 44.2 12.8 43.9 0.3
我慢している 33.8 10.7 35.0 ―1.2
解放されたい 21.6 6.9 23.1 ―1.5
一人という圧迫感 29.9 12.2 22.0 7.9





































ある（保育機関の関わりが確認できる事例 24例のうち 16件 66.7％，保育機関の関わりが確認
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童虐待調査から－」『社会福祉学』第 43巻第 2号，46頁～ 57頁
・喜多歳子・池野多美子・岸玲子（2013）「子どもの発達に及ぼす社会経済環境の影響：内外の研究の動
向と日本の課題」『北海道公衆衛生学雑誌』第 27号，33頁～ 43頁
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